
３３

雑 報

○編集幹事会

日時 平成７隼５月８日 （月） 午後４時より

場所 弥生記念講堂地下 Ｂ会議室

議題 東京女子医科大学雑誌６５巻７・８号査読結果

審 議， 臨 時 増 刊 号 に つ い て， 総 説 ・ 解 説 の 定

義 に つ い て， 学 位 論 文 の 推 薦 書 に つ い て， そ

の他

○集会幹事会

日時 平成７年遂月２５日 （火） 午後４時より

場所 中央校舎１階会議室

議 題 第３０２，３０３，３０４回 例 会， 第６１回 総 会 に つ い て，

その他

日時

場所

議題

平成７年５月２３日 （火） 午後４時より

申央校舎１階会議室

第３０３， ３０４回 例 会， 第６１回 総 会， 評 議 員 会 に

っ い て， そ の 他

訂 正

東京女子医科大学雑誌 第６５巻 第３号の原著 【ヒ

ト ＳＭＰ３０ （ｓ㎝ｅｓ㏄ ㏄ｅ ｍａｒｋｅｒｐｒｏｔｅ虻３０） の 組 換 吏

蛋白とその発現】 の誤字訂正

１８３頁 （英 文）６ 行 目， １２行 目

１８５頁

１８７頁

１８８頁

１８９頁

１９０頁

１９１頁

左側

左側

図 遂
，

左側

右側

左側

左側

４ 行 目， ７ 行 目， ８ 行 目， ３７行 目

３～４行園

５ 表題

５ ～ ６ 行 目， ９ 行 目

８ 行 目， ２７行 目

１２行 目， ２６行 園， ３５～３６行 目， ４０行 目

３行国

上記の笛所の記載のＷｅｓｔｅｍ 幽 は’

Ｗｅｓｔｅｍ ｂ１ｏｔ の 間 違 い で し た の で， こ の 紙 面 で 訂 正 さ

せ て Ｕ）た だ き ま し た
．
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編集後記

６５巻 ７ ・ ８ 号 の 編 集 会 議 は ５ 月 ８ 日 に 行 わ れ， 原 著

４ 編， 報 告 ２ 編 で あ っ た． 現 在 ほ 原 著 論 文 に 関 し て は

二 人 の 編 集 委 員カミ査 読 す る こ と に な っ て お り， そ れ ぞ

れ の 視 点 か ら 適 切 な コ メ ン ト 淋 寄 せ ら れ て い る． さ ら

に編集会議では， より充実した論文にという委員の熱

意 の こ も っ た 討 論カ 滋 さ れ た．

今圓の編集会議で話題になったのは， 外国の英文雑

誌へ投稿し花論文の完全なる和訳カ堵 学会誌に掲載さ

れ， 博 士 論 文 と な っ た 件 で あ る．
恐 ら く， 自 分 の 研 究

で あ る こ と か ら， 著 者 は 何 の 問 題 も 感 じ ら れ て い な い

の で は な い か と 思 わ れ る． ま た こ の よ う な こ と は 今 迄

も が な り あ り， 特 に 学 会 発 表 で は 多 く， わ 躯 国 で は 黙

認されてきだようである
．
しかしながら発表論文の版

権は出版社に属することでもあり （特に米国では厳し

い）， 今回， 全く同内容の英文と和文の二重投稿は不可

とすべきであるというの淡出席者の一致 した意見で

あった．
専門分野以外の論文を査読じているというこ

の学会編集の特殊性から， 我夜編集委員カ
ミ気付くこと

はなかなか難しく， 投稿者の自覚にまつ以外はないと

思 わ れ る．

世界中で一番安全であると確信 していたこの日本

で， 今 年 に な っ て， と ん で も な い 事 件， 天 災 と 人 災カ
ミ

次々 に 起 き て い る． 天 災 は 自 然 の カ に 対 す る 人 間 の 無

カ さ を あ ら た め て 感 じ さ ぜ ら れ， 運 と す る 一 種 の あ き

ら め の よ う な 気 祷 に な っ た． し か し なカ
§ら 宗 教 団 体，

それも医師や高学歴の人々も関与していると推測され

ている， 常識では考えられない犯罪を現実化した人災

事 件 に は 震 憾 と し た． ごく 身 近 に か け ら れ て い る わ な

に 嵌 象 り， マ イ ン ドコ ン ト ロ ー ル さ れ た 時 の 人 間 の 恐

ろ し さ と 不 可 思 議 さ を 感 じ さ せ ら れ た
．
た だ た だ 亡 く

な ら れ た 人 々 の 御 冥 福 を 祈 り， こ の よ う な 事 件カ
ミ繰 り

返 さ れ な い よ う に 望 む ぱ か り で あ る．
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